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大
阪
都
」
構
想
に
固
執

　
　
吉
村
市
長
修
正
推
進
を
表
明

　
大
阪
市
の
吉
村
洋
文
市

長
は
４
日
、
大
阪
市
役
所

で
定
例
会
見
を
行
い
、

　
「
大
阪
、
日
本
の
将
来
を

見
た
と
き
に
こ
の
４
年
間

の
市
政
が
重
要
だ
」
と
し

て
「
副
首
都
」
大
阪
の
確

立
を
か
か
げ
、
昨
年
５

月
の
住
民
投
票
で
否
決

・
廃
案
と
な
っ
た
大
阪

市
を
廃
止
・
解
体
す
る

ぶ
八
阪
都
」
構
想
の
推
進

を
重
ね
て
表
明
し
ま
し

た
。
　
府
市
で
、
大
阪
市
の
あ

り
方
を
議
論
す
る
「
局
」

を
４
月
以
降
立
ち
上
げ
、

３
年
か
け
て
バ
ー
ジ
ョ
ン

「
副
首
都
」
一
番
の
受
益
者
は
経
済
界

　
　
　
大
　
阪

　
大
阪
府
の
松
井
一
郎
知
事

は
４
日
、
大
阪
市
内
で
聞
か

れ
た
府
・
市
と
関
西
経
済
３

団
体
主
催
の
新
年
互
礼
会
で

の
あ
い
さ
つ
で
、
「
副
首
都

・
大
阪
」
に
つ
い
て
言
及

し
、
「
首
都
に
対
し
て
副
首

都
。
そ
の
機
能
、
定
義
、
概

念
を
見
え
る
形
で
っ
く
り
上

げ
て
い
く
一
年
に
し
た
い
」

な
ど
と
述
べ
、
「
副
首
都
・

　　　　　松井知事

推進本部への参加よびかけ

大
阪
」
の
実
現
を
訴
え
ま
し

た
。
　
日
本
に
は
「
首
都
」
の
定

義
を
定
め
た
法
律
は
な
く
、

昨
年
末
に
府
知
事
や
大
阪
市

長
が
「
副
首
都
」
の
定
義
や

機
能
な
ど
に
つ
い
て
議
論
す

る
「
副
首
都
推
進
本
部
」
の

初
会
合
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
松
井
氏
は
「
経
済
界
か
ら

副
首
都
推
進
本
部
に
参
加
い

た
だ
き
、
み
な
さ
ん
が
思
う

副
首
都
・
大
阪
を
、
意
見
を

||llEll

ア
ッ
プ
し
た
「
都
」
構
想
一

案
を
つ
く
り
、
任
期
中
に
Ｉ

住
民
投
票
を
行
う
と
の
］

べ
、
国
政
政
党
「
お
お
さ

か
維
新
の
会
」
と
し
て

今
月
中
に
は
、
否
決
さ

れ
た
「
都
」
構
想
案
を
ペ

ー
ス
に
市
民
と
の
議
論

を
行
い
、
「
都
」
構
想
の

修
正
議
論
を
す
す
め
た

い
と
の
考
え
を
示
し
ま
し

た
。

回|田川lmlllllmllllll|111111111111111111111111111nllllllllllllS

聞
き
な
が
ら
つ
く
り
上
げ
た
一

い
」
と
語
り
、
経
済
界
か
ら
一

の
会
合
へ
の
参
加
を
呼
ぴ
か
Ｉ

け
ま
し
た
。
　
　
　
　
一

　
あ
い
さ
つ
後
、
松
井
氏
は
一

記
者
団
に
「
大
都
市
大
阪
を
一

つ
く
れ
ば
、
受
益
を
一
番
受
一

け
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
ｔ

だ
。
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
の

利
益
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は

ど
う
い
う
仕
組
み
と
シ
ス
テ

ム
が
い
る
の
か
、
訴
え
て
も
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ら
い
た
い
」
と
語
り
、
「
副
首
一

部
」
構
想
で
一
番
利
益
を
得
一

る
の
は
企
業
だ
と
の
考
え
を

示
し
ま
し
た
。
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